
講 演 Ⅱ 14：30～15：40

講演テーマ　支援する人・される人の思い
       〜共生社会におけるコミュニケーション〜

［講師］近畿大学 教職教育部 准教授 向後 礼子

　震災後、絆という言葉がクローズアップされました。また、言葉としては絆ほど注
目されませんでしたが、さまざまな形で他者との縁を感じられた方も多いのではない
でしょうか。私たちは、社会の中で生きています。そのことを強く再認識する機会で
もありました。しかしながら、時には、思いや言葉のすれ違いから苛立ち、対立する
こともあります。こうしたすれ違いの背景には、支援する人・される人の立場の違い、
世代間のギャップ、また、障害特性による困難などさまざまな要因があります。
　現在、誰もが共に生きる社会の実現が目指されています。そんな中、改めて人と人
とを繋ぐコミュニケーションについて考えてみたいと思います。

［プロフィール］
早稲田大学大学院文学研究科にて心理学を専攻。その後、発達障害を中心に障害のある
人の学校から職業への移行支援に関する研究に携わる。精神保健福祉士・臨床発達心理
士 SV・学校心理士。2009 年、近畿大学教職教育部に着任。

［著　書］
『障害理解』（誠信書房）
『ヒューマンサービスに関わる人のための人間関係学』（文化書房博文社）
『就労支援サービス』（久美出版）他 いずれも共著

【講師プロフィール】

向後　礼子（こうご　れいこ）

近畿大学 教職教育部 准教授
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